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　ある夏のこと、四條畷ではひどい干ばつが起こ

りました。そこへ通りかかかった、奈良時代の有

名な高僧である
 ぎょうき 

行基は村人を救おうと立ち上が

り「雨を降らせたまえ」とお経を唱えながら龍王に

祈りました。

　すると不思議なことに、突然空が曇りだし、大

粒の雨がたちまち降りそそぎ始めたのです。恵み

の雨が上がって村人は、頭、胴、尾の3つにちぎれ

て落ちてきた龍を見つけました。

　我が身を
 さ  

裂いてまで人々の苦しみを救った龍

王の霊を弔うため、頭の落ちたところに
りゅうとうじ  

龍頭寺

（
りゅうこうじ 

龍光寺）、胴の落ちたところに
りゅうふくじ 

龍腹寺（
たつまでら 

龍間寺）、

尾の落ちたところに
 りゅうびじ 

龍尾寺を建てました。
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